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鍾乳石は 100年～10万年程度の長期間において、連続成長可能であり、ウラン放射非平衡年代測定法で正確に年代決
定できるという特徴があるため、陸域の古気候を復元する地質学的試料として、近年、盛んに研究されている。
本研究地域である東南アジア熱帯域は、エルニーニョ南方振動 (ENSO)など世界規模で気候に影響する現象が起こる

地域であるにも関わらず、いくつかの研究例があるに過ぎない。先行研究において、石筍中の同位体比変動は主に降水
量に起因するものであるとされているが、細部の解釈は分かれており、洞窟毎、石筍毎に異なる可能性もある。そこで、
本研究では、2007年にインドネシア・ジャワ島東部の Bribin洞窟で採取された石筍試料 BRI09aにおいて成長縞の計数
と U-Th非平衡年代の比較により年代モデルを構築し、既に福永 (卒論、2010)で年代モデルが構築されている石筍試料
BRI10aにおいて、石筍中の同位体比の降水量プロキシとしての評価を行った。降水量プロキシとしての評価は以下のよ
うに行った。

1.同位体比が降水量をどう反映しているかを判断するため、同位体分別が速度論的分別か平衡論的分別かを推定する。
2.石筍中の同位体比の気候プロキシとしての信頼性を検討するために、成長軸に沿った炭素／酸素安定同位体比分析

を行い、同位体時系列と降水量データを比較する。
まず、石筍試料 BRI09aを用いて、成長縞の計数と U-Th非平衡年代の比較による年代モデルの構築を行った。その結

果、U-Th放射非平衡年代は 1038± 52 yrs(2σ)であった。また、成長縞の枚数は年代測定を行った箇所の上端までで
879± 10(2SE)枚、下端までで、1018± 38(2SE)枚であった。薄片観察において不整合は確認されず、石筍試料 BRI09a
の成長縞は年縞が支配的であることを示唆する。しかし、年代値より成長縞の枚数がわずかに少なく、薄片上において
石筍の先端が欠損している可能性が高い。そのため、古気候復元においては先端の層厚設定に注意を払う必要がある。
次に、福永 (卒論、2010)で年代モデルが既に構築されている石筍試料 BRI10aにおいて、同位体比を測定し、同位体

分別過程と降水量プロキシとしての信頼性を検討した。石筍中の炭素同位体比と酸素同位体比はよく相関する (R=0.75、
p<0.01)。また、石筍中の同位体比は、採取した滴下水から平衡論的同位体分別が生じたと仮定し見積もった理論値より
高い傾向にある。これらの結果は二酸化炭素の脱ガスを示唆しており、石筍試料BRI10aでは二酸化炭素の脱ガスにより
炭素/酸素安定同位体比の動的同位体分別がコントロールされローカルな降水量が記録されていることが推定される。
　ジョグジャカルタの降水量 (1937年～2008年)と炭素/酸素安定同位体比を比較検討すると、先端を 2006年 10月～

2007年 5月の雨季に成長したと仮定すると良く相関する (R=-0.44、p<0.01、R=-0.59、p<0.11)。このことは試料採取年
月 (2007年 8月)と矛盾しない。石筍試料 BRI10aの安定同位体比はローカルな降水量を記録しており、この地域の降水
量プロキシとして有用であることが分かった。
また、ENSOのプロキシとしては役に立たない可能性が大きいことも分かった。これは ENSOの指数である SOIや

NINO-4が降水量と相関が良い月 (6月～12月、9月～11月)が、同位体比が記録している降水量の月 (10月～5月)とズ
レていることに起因する。
本研究の結果、石筍試料 BRI10aの炭素/酸素安定同位体比は降水量のプロキシとして用いることができることがわかっ

た。また、同じ Bribin洞窟において石筍試料 BRI09aの年代モデルが構築されたことにより、石筍試料 BRI10aとの比較
研究が可能となった。今後、比較研究によって石筍に記録されている安定同位体比と降水量の関係に対する理解が進む
ことが期待される。
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